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音
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塩
釜 

のことは 
  自動車・火災 

ガン・医療・生命保険 

（株）ディ・エフ・ピー提携代理店 
TEL. ０７２-７７１-７２７７
FAX. ０７２-７７１-７２７８

（株）ティ・エフピー提携代理店は 
社会福祉法人つむぎ福祉会の運動

を応援しています！ 
お気軽にご相談下さい!! 

保険 

東京海上日動・東京海上日動あんしん生命保険代理店 

つむぎ福祉会のロゴは綿を紡ぐさまをイメージすると同時に 笑顔を表しています 

つむぎ福祉会 

社会福祉法人 

2023 年 7・8・9 月号 № 99

★ワタル君のまちがいさがしはお休みです★ 

【カカラ・夏の作品】 

【そらまめ・夏の作品】 
会話から利用者の気持ちを引き出し、 

それぞれに想う願いを短冊に書き、 

色とりどりの笹が出来上がりました。 

もちろん、職員の願いも入っています。 

職員と一緒に好きな色を選んだり、スズラン

テープを引き裂いたり、シールを貼ったりし

て、M さんの好きな西瓜と T さんの好きなお皿

を合体させたバージョンなど、5 種類の織姫♡

彦星七夕飾りを作りました。 

ዺἜ὚ὐὤἻἸ૓ϷὛźΏ

Ἢἷ἞Ἳ͞ݯἿࠣષἸἪɭΏ

（ポンチセぴりか・第 2 ぴりか作業所） 

 

6. 社会福祉事業のあり方 障がい分野 

職員不足・利用者の重度化高齢化 

7. ふんわりやさしいオープンダイアローグ №4 

8. みんなの作品展（そらまめ・カカラ） 編集後記 

別刷 すきつながり「ゲーム」 

1. 七夕にお願いを 

2. 主張： 新型コロナの爪痕 

       今なお残る危機的状況 

3. リレートーク ポプラ保育園  

4．5． 2 類から 5 類へ アフターコロナのいま 

も く じ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2023 年 7・8・9 月号 №99 2023 年 7・8・9 月号 №99 

ふんわりやさしいオ
お

ー
ー

プンダイアロ
ぷ ん だ い あ ろ

ー
ー

グ
ぐ

まんが 

2023 年 1・2・3 月号（ №97）のまんがのつづきです。びーさんのお 話
はなし

をきいた、しろさんとぺこ

さん。しろさんとぺこさんの2
ふ

人
たり

でリフレクティング
り ふ れ く て ぃ ん ぐ

を 行
おこな

います。 
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リフレクティング
り ふ れ く て ぃ ん ぐ

がされている 間
あいだ

、話し手
は な  て  

はリフレクティング
り ふ れ く て ぃ ん ぐ

中
ちゅう

の会話
か い わ

には入
はい

らずに 話
はなし

を聞
き

くだけに徹
てっ

します。そうすることで、すぐに返答
へんとう

しなくて良
よ

くなり、ゆっくり自分
じ ぶ ん

の 考
かんが

えを深
ふか

めていくことができます。 

<N o
なんばー

.４ リフレクティング
り ふ れ く て ぃ ん ぐ

①＞ 
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2023 年 7・8・9 月号 №99 

■ICT化推進のためには職員間の合意形成が重要 

ある勉強会で、業者からベッドのマットの下にセ

ンサーを入れて、就寝中の利用者のバイタルを自動

で管理する仕組みの説明があった。夜間一人で利用

者の対応にあたるホームのキーパーの業務の負担軽

減につながるのではないかと感じた。 

 一般的に導入したが活用できずにいる事業所が多

いと聞く。「補助金があるから」と導入を急いだ結果

であろう。介護ロボットや、ICTの活用は、導入が

ゴールではなく、活用して職員の負担軽減と利用者

の快適な生活を実現することがゴールでないといけ

ない。そのためには、課題の整理と、導入に向けた

職員間の話し合いが重要である。 

■深刻な人材不足を解決できるか⁉ 

 障がい福祉の事業所は、コロナ禍を経て人材不足

が恒常的な課題となっている。また、生活介護事業、

グループホームでは、利用者の高齢化や重度化に伴

い、排せつ、移乗、食事介助などの比重が増え、現場

の職員の負担は増大している。人材不足を打開する

目的で、国の施策としてICT補助金が介護分野で始

まったが、それに続いて障がい分野でも、介護ロボッ

ト・ICT活用が取り上げられている。 

社会福祉事業のあり方 

障がい分野 

職員不足・利用者の高齢化重度化に 

対応するために 

～ＩＣＴ化・介護ロボット導入について考える～ 

■ロボット導入検討で課題発見 

 生活介護カカラで、女性や高齢の職員でも介助が

できるようにするために、令和５年度介護ロボット・

ICT化補助金の申請を検討し、移乗をサポートする

介護ロボット（装着型、非装着型）を何種類か試し

てみた。試した結果、施設規模、障がい種別など考

慮して、導入が難しいという結論にいたった。理由

は、①利用者が理解できず、恐怖心があるため、重

度の知的障がいの方には適さない。②装着に時間が

かかり、対応に間に合わない。③利用者個別に対応

が異なる、などであった。 

ロボット導入を検討した事業所の状況 

職員 GH（正・パート） カカラ（正・パート） 

職員男女比 男 36：女 44 男  11：女  17 

職員平均年齢 51 歳 48.5 歳 

利用者 GH カカラ単独利用 

障がい支援区分 区分 5，6 39％ 区分 5，6 84％ 

利用者年齢 51 歳以上 47％ 51 歳以上 31％ 

ICTって何？ 介護現場のICTとは？ 

ICT（アイシーティー）とは、「Information 

and Communication Technology」の略称で

す。日本語では、「情報通信技術」と訳されます。 

介護等の現場のICT活用では、日々の記録業務

の負担を軽減するために、スマホやタブレットで

音声入力したり、バイタルチェックした情報を自

動で記録したり、IT技術を使って、健康管理、安

否確認、情報共有を行い、本来の介護や支援業務

を充実させていこうと進められています。 

リレートーク  

■つむぎ福祉会でのICTの取組み 

当法人では情報共有のために、日々の支援記録や

事故ヒヤリハット、苦情などの情報をクラウド上で

管理するシステムを2012年から順次導入し、障が

い分野の事業所間で、利用者の情報を共有できるよ

うにしている。 

■ロボット活用で障がい者の働く場を拡大！ 

 ぴりか工場では、現在金属関係の作業が主流に

なっており、重量のある部品の運搬が職員・利用者

の負担になっている。いくつになっても働き続けた

いという利用者の願いに応えるために、介護だけで

なく、障がい者の働く場の拡大にもICTやロボット

の導入が活用できるのではないかと思う。 

ロボットを活用して介助（カカラ）

これから散歩に出るこどもたちの

姿を見守ってくれています☆ 保育園での今後の活動やこどもの様子など 

保育士間で共有し、話し合いをしています。 

6 月は理事長にも参加して頂きました。 

6 月の職員会議の風景

「つむぎ福祉会ってどんな法人？」もっと知ってもらうため、1 人の職員を通して、事業所の紹介をします☆

今回紹介するのは、大阪市西区にあるポプラ保育園です。都会の高層マンションが立ち並ぶ中、近くにはうつ

ぼ公園があり、散歩にでると近所の方とご挨拶を通し、地域のつながりを感じる場所でもあります。 

歌ったり、踊ったり、追いかけ合ったり、何かに

なりきってみたり…こどもと一緒にあそぶこと

が「仕事」になるなんて、本当に恵まれています。

もちろん、大変なこともたくさんありますが、そ

れを上回るものがあるから、30 年以上この仕事

が続けられたのだと思います。特に、ポプラに入

職してからは研修会に参加する機会がたくさん

あり発達に関する知識が深まると、こどもの行

動の意味がよくわかり、それがとても面白くな

りました。こどもが「なぜかな？」「こうしたら

どうなるかな？？」と自分の周りの世界に働き

かけていく姿や、葛藤をくぐりぬけ、成長の節目

を乗り越える瞬間、前進し続けるエネルギーに

私自身が大いに勇気づけられています。この気

持ちを他の職員や保護者のみなさんたちと共有

したいと思い、こどもの話をたくさんするよう

に努めています。これからも、保育の楽しさを周

りの人たちに伝えていきたいと思っています。 

園長 

 山田 和美さん 
園長先生ってこんな人 ！？ 

こどものこの時期ならではの経験や

体験を積み重ねていくことが大切！

こども時代をゆったりたっぷり謳歌

できるよう、常に見守ってくれていま

す★そして、地域や職員、保護者の方

とも気持ちを一つにし、一緒に手をつ

ないでいける保育園であり続けたい

と願ってくれています！ 

アイデア豊富！ 

保育が好き！があふれている♡ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２０２3 年 4・5・6 月号 №99 

より新型コロナ感染症の対応が２類か
ら５類に変わったことにより、感染症対策も変化が
あり、街中でもマスクなしで歩いている人をよく見
かけるようになりました。法人内の事業所でも、感
染対策をとりながらではありますが、少しずつ、活
動を再開しています。しかし、感染者数は増えてお
り、身近なところでも感染者が出ています。 

法人内でも重症化リスクの高い高齢者や基礎疾患
のある利用者が多く、活動の拡大に躊躇する事業所 
があるのも事実です。 

 今号と次号ではアフターコロナの活動につい
てお伝えします。今号は、活動を再開した３事業
所、次号では、そらまめ作業所、重症化リスクの
高い利用者が多い生活介護カカラ、コロナ禍で特
に影響が大きかった生活支援センターコットン
について報告したいと思います。 

兼

 
中
河
内
地
域
若
者

で
は
今
年
度
︑

開
催
回
数

と
職
場
見
学
・
体
験
の
受
け
入
れ
先
が
増
加

し
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
の

な
か
で
は
開
催

な
職
場
見
学
会
を
初
め
て
開
催
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
︒ 

職
場
見
学
先
が
大
阪
府
民
の
森

た
こ
と
か
ら
︑
見
学
先
ま
で
の
道
中
を
歩
い

て
い
く
こ
と
で
︑ハ
イ
キ
ン
グ
も
兼
ね
て
し

ま
お
う
と
い
う
取
組
で
し
た
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運
動
不
足
の
方

に
も
体
力
づ
く
り

の
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環
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し
て
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加
し
て
も
ら
い
︑自

然
の
な
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を
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う
ち
に
参
加
し
た

方
達
に
一
体
感
が

生
ま
れ
︑会
話
が
弾

む
楽
し
い
道
中
に

な
り
ま
し
た
︒ 

東大阪事業所 

ポンチセぴりか・第 2 ぴりか作業所 

職
場
見
学

 

地
域
交
流

再
開 

―

清
掃
活
動―

 

コ
ロ
ナ
禍
も
落
ち
着
き
は

じ
め
︑
再
開
し
た
活
動
の
一

つ
が
﹁
地
域
交
流
﹂
を
目
的
と

し
た
清
掃
活
動
で
す
︒ 

清
掃
活
動
中
︑
地
域
の

方
々
か
ら
﹁
何

の
？
﹂
と
気
に
か
け
て
い
た

だ
い
た
り
︑﹁
あ
り
が
と

う
！
﹂
や
﹁
お
つ
か
れ
さ

ん
！
﹂
と
嬉
し
い
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
ま
し
た
！ 

こ
の
よ
う
な
声
か
け
に
︑

利
用
者
の
み
ん
な
も
嬉
し
そ

う
な
様
子
で
し
た
︒ 

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
地
域
と

の
交
流
が
減

い
ま
し
た
が
︑
今
後
も
定
期

的
に
お
こ
な
い
︑
ぴ
り
か
を

知

と
思
い
ま
す
︒ 

住
之
江
公
園

遠
足

 

―

１０
日―

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
遠
足
は
人
と
の
接

触
を
避
け
る
た
め
︑密
に
な
る
電
車
や

バ
ス
な
ど
公
共
交
通
機
関
を
使

の
移
動
を
避
け
て
い
ま
し
た
が
︑今
年

の
５
月
８
日
以
降
の
遠
足
で
は
電
車

を
使

行
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒ 

ポプラ保育園 

他にもみんなの楽しめることが少しずつ戻ってきています。まだまだ感染対策
に力を入れる日々が続き、今まで“当たり前”だったことがすべて元通りになったわ
けではありません。しかし、今できることを考えながら、みんなが楽しみ、笑顔あ
ふれる活動を今後も取り入れていきたいと考えています。 
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―２類から５類へー 

いま アフターコロナの 

５月８日 

各事業所の再開された活動の一部を紹介しました。 

「清掃活動」でも 

みんな楽しみながら、 

積極的に取り組んでいます。 


